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超好塩性アーキアが生産する脂質コア中の不飽和アーキオール誘導体の構造決定の試みとC20-C25ジ
エーテルの構造決定
Attempt to the structure determination of unsaturated archaeol derivatives characteristic
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アーキアは全て特徴的な脂質コアであるアーキオール（C20イソプレノイドジエーテル）を持っている。さらに
好塩性アーキアは５炭素長いC25イソプレノイドを一つ持つC25-C20 ジエーテル(1)を生産する。これはC25イソプ
レノイドがグリセロールの二級水酸基側（C-2）に結合していることがすでに報告されている[1][2]。 
アーキオールのイソプレノイドが二重結合を幾つか持つような誘導体の存在が，好熱性[3]および好冷性アーキ
ア[4]で報告がされていた。近年Dawsonらは幾つかの超好塩性アーキアでは，アーキオールとC25-C20 ジエーテ
ルおよびその不飽和体（例えば構造2が推定されている）が生産され，高塩分培養条件下で不飽和化合物の割合
が増加することを報告した[5]。一方この文献ではC25-C20 ジエーテルでは構造3（C25イソプレノイドがグリセ
ロールの一級水酸基側（C-3））が示されていた。なおこの構造3は彼ら以外の幾つかの文献でも散見される。 
私はこれまでアーキアおよびバクテリアにおけるジエーテル脂質の構造解析法の検討の過程で，不均等なジ
エーテルを持つ脂質コアの合成法を開発した[6]。そこで比較的容易に合成可能な1と2を合成し，構造解析から
1の構造を確認するとともに，不飽和ジエーテルの構造推定を行うこととした。 
現在1と2について合成を完了し，1についてはDawsonの報告しているC25-C20 ジエーテルとTMS化体のマススペク
トルが完全に一致することを確認した。ここでこれまで培養微生物由来試料で得られたC25-C20 ジエーテルはす
べて1に相当する異性体であることを検証できた。また合成品2のTMS化体とDawsonの報告している化合物のマス
スペクトルを比較することで，不飽和ジエーテルの正確な構造が推定できるものと考えており，報告を予定し
ている。 
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